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面
図書館における Webアプリケーション開発と人材育成について
兵藤健志f 井上創造Z 牧瀬ゆかり
く抄録〉
Web2.0の時代に応じた図書館システムは，利用者の要求や，連携した他のシステムの進化に応じてシステムを
柔軟かっ迅速に適応させる必要がある．しかし一方で、は，そのようなシステムの適応を実現できる知識を持った
人材が不足しており，その育成についての具体的なカリキュラム開発もなされていない．本論文では，上記のよ
うな人材を育成する方法論を確立するという目的のもとで実施した Webアプリケーション勉強会についてその
結果と課題を述べ，システムライブラリアン育成のカリキュラムへの一助となることを図る．
くキー ワー ド〉 図書館システム， Webアプリケーション， Rubyon Rails，人材育成，システムライブラリアン
Web Application and Staff Development in Libraries 
HYODO Kenshi INOUE Sozo MAKISE Yukari 
1.はじめに
近年の目覚ましい情報システムの普及に伴い，World
Wide Webを用いたアプリケーション（以下Webアプ
リケーションと呼ぶ）が図書館において主要な位置を
占めてくるようになってきた.Webアプリケーション
の世界においては現在， Web2.0というキーワードに代
表される大きな変化が起こっており，図書館で用いら
れる情報システム（以下，図書館システム）に対する
影響も少なくない．
Web2.0の主な特徴としては，
1. Wikipedia[1lやMixi[2lのように利用者が自らコン
テンツを作り上げてし、く利用者参加型である，
2. Amazon凹や日ickrl4lのように，情報システム間
で連携して Webアプリケーションを作り上げ
る，
ということがあげられる. 1に関しては利用者のユー
ザビリティ，つまり利用の容易さが重要になる．その
ため，完成版の一歩手前である 8バージョンという版
を与えたまま運用を開始し，利用者の声をもとにシス
テムを改変していく必要が出てくる．また2について
は，連携する他のシステムの変更や進化に応じて素早
く図書館システムが適応する必要が出てくる．
これらの必要性に対し本研究では， Web2.0時代にお
ける図書館人材育成の方法論を模索する．平成 19年
12月から平成20年 3月の聞に図書館職員及び大学職
員や学生を対象として勉強会を開催し，人材育成の体
制や内容としてどのようなものが必要なのかに関する
知見を収集した．本論文では，この勉強会の概要と，
題材として用いたRubyon Railsについて述べ，人材育
成に効果の期待できるモデルカリキュラムを提案する．
2.勉強会の背景
本研究では人材育成の具体的な方法として，勉強会
形式で技術を磨く方法をとった．その理由は，業務の
傍らの限られた時間の中で知識を習得するために参加
者が刺激しあい，学びあいながら成長することが効率
がよいと考えたからである．情報技術のような専門知
識の習得には，インターネットをキーワード検索しで
も用語そのものがわからないといった理由から，独習
は難しい．そのため直接の情報交換により勉強するの
が効率がよいと考えられる．また直接集まることによ
り参加者のコミュニティを形成し勉強会の他の時間
や期間終了後にも気軽に尋ねあえる人間関係を構築で
きることも向上の一助となるであろう．
このような理由で企画した勉強会だが，その達成目
標は，「データベースシステムを用いた Webアプリケ
ーションを開発できるようになるIとしづ高い設定と
した．今やほとんどの Webアプリケーションはデータ
ベースシステムを使っており，その技術を習得するこ
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とは一般の Webアプリケーション技術を習得するこ
ととほぼ等価である．また次のステップとして「他の
Webアプリケーションと連携したアプリケーション」
も可能なら視野に入れることにした．
一方で対象者は，ワープOロや表計算を使ったことが
ある程度の初心者を含む一般の職員及び学生という，
非常に間口の）ムムいものとした．
このように一見無理難題と思える高い設定と間口の
広い対象者を設定したのは，
1. 最新の開発フレームワークの実力と効果を測
るため，および
2. 人材育成の方法論について可能な限り多くの
課題抽出をするため
という狙いがあったためである．
また，勉強会の会場として，古くて性能の低い，ソ
フトウェアのインストーノレがで、きないインターネット
接続端末しか望めない状況だった．そのため，このよ
うな環境でも Webアプリケーション開発の勉強会が
実施できる開発環境を用意できるか検証する必要があ
った．
3.関連事例
図書館システムをめぐる今後の方向d性については
種々の議論がなされてきた．その lつは，硬直的なパ
ッケージシステムを導入することによる，機能拡張の
難しさであり，オープンソースソフトウェアの活用［5]
や， API(Application Progrannning Interface）の公開［6]
を示唆している．また文献［7][8］では，実際にオープン
ソースソフトウェアの開発フ。ロジェクトを紹介してい
る．
他方，このような環境に対応できる人材育成の必要
性も指摘されている．文献［8][9］においては，ソフトウ
ェアを取り巻く人材コミュニティの重要性を指摘して
いるし，情報システムに限らない人材育成というテー
マにおいても，情報技術に明るい人材が明言されてい
る［IOJ. また文献［11][12][13］においては情報システムに
明るい図書館員であるシステムライブリアンの資質や
環境について述べている．また文献［14］ではWebアプ
リケーションに詳しい者が直接影響を与えた実例を示
している．しかしこれらのいずれも，し、かにして Web
アプリケーションに5齢、人材を育成するかという点に
ついてカリキュラムのレベルまで、実際化して議論はし
ていない．
4. Ruby on Rails 
本勉強会では，題材として，近年注目を浴びている
Webアプリケーション開発のフレームワーク，つまり
開発様式である Rubyon Rails （以下，単に Rails)[ISJ 
を取り上げた.RailsはWebアプリケーションを，デ
ータを扱うモデル，画面デザインと遷移に相当するビ
ュー，その他のロジックを記述するコントロールとい
う3つの階層に分割した MVC(Model/View/Control) 
アーキテクチャを持つフレームワークである．またそ
の基本精神として， 1. 同じことを繰り返さないのRY:
Don’t Repeat Yourself), 2.設定よりも規約（CoC:
Convention over Configuration）を掲げている.1は例え
ば，モデ、ル層のフ。ログラムを記述すれば自動的にそれ
に対応するデータベースが自動的に生成されるという
ように無駄な繰返しをできるだけ減らすものである．
また2は，標準的な設定は決まったルールに従い，そ
うでない部分の設定のみを行うようにすべきという考
えである．
このような Rails環境を勉強会の題材として取り上
げた理由は，上述のようにできるだけ無駄を省いた設
計思想であるため，時間的に制約のある勉強会におい
て迅速に開発を体験することができるであろうことと，
システム導入などに関わって画面遷移図やデータベー
ス定義といったド、キュメントに慣れた職員にとっては
MVCアーキテクチャになじみやすいと考えたからで
ある．
5.勉強会の実施
5.1.実施体制
勉強会の立ち上げについてはまず， Webアプリケー
ションに関心のある図書館の有志5名（教員 l名，事
務職員4名）で実施チームを組み，勉強会の名称を「み
んなで創ろう Webアプリケーションゼミ（通称： Web
アプゼミ）」として企画書を作成した．その後，事務責
任者の承認を得た上で，学生には）よ報チラシを配布し
て勉強会の参加者を募り，図書館職員には正式な研修
の一環として案内メールを流した．勉強会実施中，教
材作成など内容に関することはチーム内の教員が中心
となって準備を行い，連絡調整・会場確保など事務的
なことに関しては他のメンバーで分担してその役割を
担った．
5.2.開発環境の整備
勉強会のために，情報サロンのようなソフトウェア
のインストールがで、きない Windows端末や自宅でも
参加者が開発を続けられるように，主要な環境はサー
バ上に配置しそれ以外のツールは参加者が持参する
USBメモリ上に配置する構成をとった．具体的には以
下のような開発環境を用意した．
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サーバ：・ハードウェア： IntelXeon 2GHz×4個，メモリ
2GB 
• OS : OpenSUSE Linux 10.2 ・Rails: Rails 1.2.6 ・データベース管理システム： MySQLVersion 
14.12 
が，参加者の都合に合わせてスケジュール調整を行い，
毎回2時間程度，合計6回の勉強会を行った．また，
講師はチーム内の教員が務めた．
内容としては，毎回講義と演習を組み合わせながら，
第 l～3回目までの勉強会でWebアプリケーション・
データベース・Ruby言語について基礎的な事項を取り
扱い，第4～5回目でWebアプリケーションの開発を
行い，第6回目でHTML・ CSSの基礎を学ぶというよ
参加者ごとにユーザアカウントを作り， SSHボート うな構成となった．その詳細と参加人数を表 Hこ示す．
および，Railsに付属のWebサーバが用いるポート3000
番以降数十個を開放して参加者ごとに lつずつ使用し
た．
参加者用USBメモリ：・ファイル転送ソフトウェア： WinSCP・仮想端末ソフトウェア： Putty・エディタ： TeraPad
TeraPadを WinSCPに登録することで，参加者は
WinSCPのサーバのファイル一覧からファイルをダブf
ルクリックすると TeraPadで聞き，保存すれば直接サ
ーバにアップロードされるようになる．
さらに Puttyおよびアカウント情報を WinSCPに登
録することで，参加者は USBメモリを端末にさして
WinSCPを起動するだけで Puttyが聞き， Railsのコマ
ンドを入力することができるようになる．これにより，
利用者はあたかもローカル環境で、開発を行う感覚で作
業が可能となる（図 1).
図 l 開発画面
5.3.実施内容
勉強会は平成 19年 12月から平成20年3月までの4
ヵ月にわたって実施された．基本は隔週ペースとした
表 l 勉強会各国の内容・参加人数
• Webアブリケ一シヨンとl土
• Rul 
プ口グラミング言百m／ブレ一ムワ｝ク／l!VCモデノレ
．ブリログラムとJ土
f抗き／データ／クラス／オブジェクトJ旨向
［演習］
. i夫拶をjgすアプリケーションの作成
ブロジェク卜作成→モデル作成→
コントローラ作成→ピコー作成→絡i¥J首→
サーノく起動〉利用〉サーハ終「
［請義1
・前向のブ勺ログラムの説明
Webの基本／MVCモラールとは／プログラムとは／
ソースコード
・ソレーショナノレデータベース
．サーパー上のコマンド習得
［演習］
・ブログアプリケーションの作成
［；茸義］
ブロジェク卜作成→データベース作成準首→
データベース作成→マイグレーション準首→
マイグレーション〉雛形の作成〉サーハ起動
〉利用〉サーバを終「
・前凶の復習
Webアブりウーションとは／プログラムとは／
データベース
• Rubyの文j去の実習
数のプログラム／文字合I/変換／変数／分岐／
while JI＂ー ブ／メソッド／局所変数／クラス／
インスタンス変数／配合I/ハツ、ンコー
－前向作成したプログラムを文去1＇内組iJo'riから後習
［演習］
－学習した文法を使ったブリログラムの作成
• 6つの候補から新年会のおl出をランダムに
決定するプログラムの作成
［；茸義・演習1
．これ主でのJ予習を応用し，
白分の作りたし、Webアブソウーションを作成
1. 作りたいものを発衣
メニューソスト・絵本データ・ ToDcソスト
2，紙に書く
データベースの構造を表にする／画面イメージ
3. 7リロクー ラミンク
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［請義1
・2同目（データベース作成）の復習
データベースと S,affoldの作成の簡単な）1法
・l円円（ベーン迭移を作成）の復習
［演習1
・前凶の反省点、，末J九成な部分，
発展させたい点等について発衣
．ブ勺ログラミング
［請義・演習1
．デザイン
IITML人門／スタイノレシート（〔活）人門
．夜数のテータベースを作成
テー プ、ノレ聞の問係を指定
この表 1の内容は，立ち上げ当初から決定されたも
のではなく，参加者の反応を見ながら毎回の試行錯誤
を通じて，その都度決めていったものである．この他
にも，支援体制として，普段の勉強会だけでは内容が
身につかない，これまでの復習をしたいが独学では難
しい，としづ参加者のために，皆で集まって自習を行
う日を別途設けた．
また，参加者との連絡調整ツールとして，同時に SNS
でこの勉強会のコミュニティを立ち上げた．採用した
SNSは本学図書館と連携を行っている V成 RY［凶］17］で
ある．具体的に SNS上で、行った活動としては，ロゴの
作成（図 2），スケ、ジュールのアナウンス，出席確認，
勉強会のまとめ，感想・意見の収集，参考文献の紹介
で、あった．
6.成果と課題
6.1.成果
図 2 勉強会ロゴ
勉強会の実施により得られた成果としては以下のよ
うな事項を列挙することができる
内容について
（ア）講師の側にとっては， Webアプリケーション
の開発にあったって， HTMLさえも知らない
人に教えるべき最低限の要素が何であるか
ということについての確認ができた．具体的
には，Webページ構築のためのHTMLやCSS,
Rubyやオブジェクト指向といったプログラ
ミング言語，リレーショナルデータベース，
Ruby on RailsやMVCモデルといったWebア
プリケーション開発のフレームワークの知
識である．
（イ）演習については， l回目の勉強会で画面遷移
のある Webアプリケーション， 2回目でデー
タベースを利用した Webアプリケーション
の作成を行った．このように，初回の勉強会
からでさえ，一定の手順に従えば，ほとんど
の参加者が講師の用意した Webアプリケー
ションを再現することができた．
（ウ）参加者のうち数人は，以下のような簡単な
Webアプリケーションを完成させることが
できた．
①フランスの哲学者に関する図書の分類記
号管理アプリケーション（図 3)
②飲食店の料理メニュー公開アプリケーシ
ヨン（図 4)
R月『 之、ぺιI・ウミ Fの;c,csuit,M口1きi 'q＇円 '9円ヰ ニ主
'61 三b♀丘且己旦長国￥］正星
nふ！
図 3 勉強会参加者が開発したアプリケーション l
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轄をま壱1():
図 4 勉強会参加者が開発したアプリケーション2
運用について
（エ） 5.2節で述べた開発環境も問題なく使うこと
ができた.Netbeans[18lなどの統合開発環境を
ローカルマシンにインストールするのに比
べてエディタの補完機能などがないうえに，
Puttyというコマンドライン端末での操作を
ある程度覚えなければならなかったが，それ
を除けばスムーズに演習が可能で、あった．
（オ）スケジュール通知や意見収集などの連絡調
整ツールとして， SNSは問題なく機能した．
また，勉強会に興味を持っているが本人の都
合により参加できない人には， SNS上のコミ
ュニティのサイトにより活動内容を案内す
ることができた．
6.2.課題
課題としては以下のような事項を列挙することがで
きる．
内容について
（カ） Webサーバの立ち上げや開発環境の構築な
ど，準備設定に係る技術的な体験を経ていな
いため，参加者にとっては Webアプリケー
ション開発環境の整備について全体像を把
握できない．
（キ）参加者の間で講義の理解度および演習の作
業ベースに大きなばらつきが見られるよう
であり，講師の側としては偏りなく参加者全
員に内容を理解させる工夫が必要である．
（ク）内容を理解せずとも，一定の手順に従えば，
Webアプリケーションが簡便に作成できて
しまう．そのため，その仕組みを理解できて
いない人にとっては，いったんエラーがでて
しまうと，何が間違っているのかの原因が全
く分からず，その復旧が難しい．なお，これ
はRubyon Railsのエラーメッセージが不親
切であるとうことも要因の一つしてあげら
れる.Rubyはいったんコンパイルされるこ
となく動的に実行される言語であるため，型
チェックなどのデバッグが難しい．オブジェ
クト指向を完全に理解しないと利用が難し
いといった問題もある．
（ケ）参加者の漸次減少（表 1）が見られたが，そ
の原因としては以下のようなものが考えら
れる．
①複数回の勉強会を通して一つのプログラ
ムの改良を繰り返す形式だ、ったため，一度
でも脱落してしまうと復帰が難しかったの
ではなしゅ＼
②フレームワークという最新の方法が，現
時点での業務の現場での必要性や速効性が
実感できなかったため，動機づけが難しか
ったのではないか．
運用について
（コ） SNSは，連絡調整ツールとして問題なく機能
したが，一方で多少の物足りなさも感じた．
実際には， ドキュメントなどの共有機能や，
参加者の開発手順のログを共有できる機能，
デバッグのための Q&Aといった知識共有機
能の必要性が確認できた．
7.モデルカリキュラムの提案
今回のRubyon Rails勉強会実施の成果と課題を踏ま
えて，効果のありそうなモデルカリキュラムを提案す
る．今回と同様に， Rubyon Railsによる Webアプリケ
ーション開発を勉強会のトピックとし，対象者を Web
プログラミングの初心者に設定する．
7.1.モデルカリキュラム
提案するモデ、ルカリキュラムを表 2に示す．
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表 2 モデルカリキュラム
Rubyやオブジェクト指1n1といったブログラミング言語
数／文字タV変換／変数／分1l1z/whileノレー ブ／
メソッド／局所変数／クラス／インスタンス変数／
配列／ハッシュ
リレーショ寸ノレデータベース
複数テー ブノレ／テー ブノレ間関係
¥Vehアブソケーション開発のフレームワーク
Rut片山 Railo/MVCモラール
開発原坑の構築
サーバ管内／インストーノレ
表 2では，初心者でも開発ができるようになるため
の6.1節（ア）で示した最低限の要素を一通りそろえてい
る．さらに，これらに加えて， 6.2節（カ）に対応するた
めに，サーバ管理やインストールの経験など開発環境
の設定に関する時間も最後に追加している．また，こ
れだけの要素では満足で、きない中級者向けの内容とし
て， XML, APIの利用，プラグイン開発，デバッグ，
テスト， Verifyや Paginateなど Rubyの上級メソッド，
セキュリティやノくックアップなどサーバ管理の上級を
組み合わせるのも有効で、あろう．
表 2の新カリキュラムが今回の勉強会と異なる点と
しては，その要素の教える順序を変更したことである．
今回は，フレームワークとしづ概念的要素から始めて，
そのフレームワークを構成する個別要素へトップダウ
ンに勉強してし、く方式で、あった． しかしこれは，あま
り知識のない者にとって，いきなり複雑な要素を提示
されるため，心理的な抵抗感が生まれ，参加者によっ
ては6.2節（キ）（ク）のように内容理解があまり進まない
側面のある方式で、あったように思われる．よって新カ
リキュラムでは，理解促進を図るために，初心者でも
取り組みやすいHTMLやcssを初回の講義とし，個別
的な要素から次第に知識を積み上げていくボトムアッ
プ方式の順序へと全体の構成を転換した．また， 6.2節
（ケ）任への対処として，全回参加を予定しない受講者で
も取り組めるように，第1固から第3固までは1回完
結の内容とし，他の固と依存関係のない構成としてい
る．
7.2.その他改善すべき点
内容以外に改善すべき点としては， 6.2節（キ）（ク）に
ついて参加者の理解促進を図るための措置が重要であ
ろう．例えば， RubyBusiness Commons[I9Jという Ruby
言語に関する団体が開催している勉強会のように，・ある程度の知識を持った参加者にチューター的な
役割を担ってもらう，・グループ。制により自発的な協力体制を構築する
としづ対策が考えられる．また，宿題や補講などによ
り参加者の理解をフォローアップする機会を設けたり，
Web自習環境を整えたり， Q&Aを整理するのも有効で
あろう．
演習の方法としては，今回のように1からプログラ
ムを作成して毎回改良を繰り返す形式では， 6.2節（ケ）
①の問題が発生することから，別のやり方も選択肢と
して考慮すべきである．例えば，既に完成されたサン
プルプログラムをサーバにいくつか置いておき，その
プログラムを改造していくとしづ方式を採用してもよ
いのではないだろうか．この方式の利点としては，そ
れまでの演習の積み重ねをあまり必要としないため，
途中の回だけ参加する者で、あっても取り組みが容易と
なることが挙げられる．また，既に完成した使えるア
プリケーションの改良なのでその実効性が目に見えや
すく， 6.2節（ケ）②の対策ともなり，参加者の動機付け
も高まるのではなしゅ＼さらに，図書館の現場として
は， 1からプログラムを作成するというよりも，機関
リポジトリの構築などに見られるようにオープンソー
ス等の既存のフ。ログラムを改良するという事例の方が
多いと思われる．そうし、う意味では，新しい演習方式
の方が，実業務に近いためインセンティブも高まるで
あろう．
その支援環境としては， 6.2節（コ）で述べたとおり，
1. 資料共有機能
2. 開発手順のログを共有できる機能
3. Q&Aとし、った知識共有機能
を用意することが考えられるが，特に 2のようなシ
ステムは我々の知る限りないので， lの資料参照や， 3
のデバッグにおける連携なども含めて今後の課題とな
るであろう．
またこれに近い機能として Redmineというプロジェ
クト管理システム［20］がRubyon Railsで開発されている
のも興味深い．本勉強会の中で、も終盤になって使い始
めたところである．
8.おわりに
このように，講義と実習という形で勉強会を行うこ
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とにより，図書館における Webアプリケーション開発
に対する人材育成の方法論について実際的な知見を得
ることができた．人材育成の問題は，現在行われてい
るCSI事業［21］においても種々のシステムが開発されて
いることを考えると，そのうち大きな問題となると思
われるため，本研究のような知見を蓄積することはそ
れに応じて重要となってくる．
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